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日本通運株式会社（NIPPON EXPRESS CO.,LTD.)

国際事業に注力

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ･ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰを標榜し、

世界規模で総合物流を展開

海外3７ヶ国、19３都市、

社員14,000名(内派遣社員450名)
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日本通運株式会社（NIPPON EXPRESS CO.,LTD.)

航空輸送 （利用運送）

海上輸送 （利用運送）

トラック輸送

鉄道輸送 （利用運送）

河川輸送 （利用運送）

流通倉庫、保管倉庫

通関業務

ＩＴ

【国際物流機能】
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必要な物を

必要な時に

必要な場所へ

必要な量だけ

届ける

ロジスティクス(LOGISTICS) ＜兵站＞
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輸出者 輸入者

販売生産

（受発注から生産まで、最適供給システムを追求）

倉庫

工場 輸
出
施
設

通

関

空港

港湾

内陸デポ 等

倉庫

A

通

関

輸
入
施
設

B

Ｃ

Ｄ

Ｅ

（輸送）

SCM(SUPPLY CHAIN MANAGEMENT)
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海外ネットワークの現状

2006年9月30日現在

ﾖｰﾛｯﾊﾟ地域
1977年

オランダ日通設立
（現在）
１３会社
６５拠点

（中国地域）
1992年

大連日通設立
（現在）

（１４会社）
（７２拠点）

ｱｼﾞｱ・
ｵｾｱﾆｱ地域

1973年
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ日通設立

（現在）
３５会社

１７６拠点

米州地域
1962年

米国日通設立
（現在）
１３会社
９０拠点
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海外ネットワークの現状

・ 海外子会社 ２３社
・ 海外孫会社 ３１社
・ 海外関連会社 ７社
・ 駐在員事務所 ９ヶ所
・ 拠点国数 ３７ヶ国
・ 拠点都市数 １９３都市
・ 拠点総数 ３３１拠点
・ 海外ネットワーク社員総数 １３，９３４人
・ 日通グループ社員総数 ６５，５６２人

海外ネットワーク （※日通商事の海外戦力を含む）

2006年9月30日現在
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日本発輸出航空貨物に占めるアジア向け出荷の推移

TC1： 米州地域、TC2： 欧州・中近東・アフリカ、TC3： アジア・オセアニア地域
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日本発輸出混載重量推移

TC1 TC2 TC3

1985年
プラザ合意

1991年
バブル崩壊

1997年
アジア通貨危機

2001年 ITバブル崩壊
9.11同時多発テロ

1969年から2005年の
36年間で輸送量は１００倍に！
アジア地域向けは３００倍へ！

（航空貨物運送協会輸出混載実績（暦年）より作成）
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日本発輸出航空貨物に占めるアジア向け出荷の推移

（航空貨物運送協会輸出混載実績（暦年）より作成）

（単位：㌧）

TC1： 米州地域、TC2： 欧州・中近東・アフリカ、TC3： アジア・オセアニア地域

1969年

TC2:14% TC1:68%

TC3:18%

合計：12,797t

1985年

TC1:50%

TC3:26%

TC2:24%

合計：239,965t

1990年

TC3:36%

TC2:29%

TC1:35%

合計：467,987t

2005年

TC1:26%

TC2:22%

TC3:52%

合計：1,287,923t

日本発輸出重量に占めるアジア・オセアニア地域向けの比率
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日本発輸出航空貨物に占めるアジア向け出荷の推移

アジア主要国向け輸出重量推移
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（航空貨物運送協会輸出混載実績（暦年）より作成）
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航空貨物需要予測

世界一般経済成長率世界一般経済成長率 年率年率3.13.1％％

航空貨物マーケット成長率 年率 6.1％
アジア域内 8.6％
アジア－北米間 7.1％
アジアー欧州間 6.9％
中国域内 10.8％

202５年までの航空貨物需要予測

（ボーイング社需要予測より作成）



12COPY RIGHT  NIPPON EXPRESS CO.,LTD.

貨物専用機（カーゴフレーター）

航空貨物輸送について
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航空パレットの上に
貨物の形状、重量、荷姿
を勘案して積み付け。

積み付け ＵＬＤ仕上げ 空港へ搬出

航空機の荷室の高さ
まで貨物を積み上げ、
側面やネットの荷重が
かかる貨物の角に養生
を行い、貨物が動かな
いよう、ネットで固定。

仕上がったＵＬＤは、
荷室にローラーベッド
の付いた専用トラック
で成田空港へ輸送。

ULD Build-up Operation

ULD（Unit Load Device - 航空機への貨物搭載補助具）への航空貨物の積み付け

ULDには板状のパレット型とコンテナ型がある。
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空港より４ｋｍ圏内

成田空港成田空港

成田空港物流センター

日本通運（株）NARITA Air Cargo City
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成田空港の現状

貨物取扱施設

・貨物地区 ： 156,800㎡

・南部地区 ： 30,000㎡

・天浪・整備地区 ： 15,300㎡

（合計） ： 202,100㎡
（成田空港（株）資料より作成）

貨物ターミナル地区

整備地区貨物上屋

空港南部貨物地区
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成田空港の現状

（成田空港（株）資料より抜粋）

2005年4月空港南部第５,第6貨物ビル

の供用をもって整備完了。

空港全体の貨物取扱能力は240万㌧。

（NAA「成田空港～その役割と現状」から抜粋）



17COPY RIGHT  NIPPON EXPRESS CO.,LTD.

各国際空港の利用状況について

日本通運の輸出混載貨物仕立地の現状

１５仕立地 / １，３７９地点（利用運送の区間）

⇒ 全国主要空港で荷受、仕立可能。

（2006年11月現在）

空港利用のポイント

・生産・消費地より近隣の空港

⇒ 輸送コストの圧縮

リードタイムの短縮

・航空路線の有無・機材サイズ （輸送能力）

札幌

仙台

東京

新潟

名古屋

大阪

小松

広島

福岡

松山

富山

主要な仕立地（都市）

背後需要、輸送能力の面から３大国際空港、
とりわけ成田空港の利用比率が高い現状

（国土交通省「空港管理状況調書」より）

成田空港
66.3%

関西空港
23.7%

中部空港
6.9%

その他
1.3%

福岡空港
1.8%

輸出貨物量3,372,401㌧

2005年輸出貨物量シェア（空港
別）
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空港外地域へのフォワーダー施設展開

サプライチェーンマネージメント提供への
大きな阻害要因

成田空港周辺の物流施設

運用時間の制限

成田空港の現状

物流施策の欠如

処理能力の限界

・業者任せの施設乱立
・周辺道路の未整備

交通渋滞

空港への
貨物搬入の集中

リードタイムの悪化！

空港外民間航空貨物取扱施設 （06年4月現在）

・計 36社 41ヶ所 227,219㎡

⇒仕分・保管・流通加工等のSCMの提供
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東アジアの国際空港

項目／空港名 上海/浦東空港 北京/首都空港 ソウル/仁川空港 東京/成田空港

1.規模（現状）
　　敷地面積(ha） 1,252 1,199 1,172 940
　　滑走路(m) 4,000 x 1 3,800 x 1 3,750 x 2 4,000 x 1

3,800 x 1 3,200 x 1 2,180 x 1
2.利用状況（04年国際線）
　　旅客取扱実績（千人） 12,855 8,323 23,621 30,082
　　貨物取扱実績（千㌧） 1,372 221 2,104 2,311
　　発着回数実績（回） 104,702 67,054 146,148 173,120
3.将来計画
　　滑走路(m) 4,000 x 1 3,800 x 2 3,750 x 2 4,000 x 1

3,800 x 1 3,200 x 1 4,000 x 1 2,500 x 1
長さ未定 x 2 長さ未定 x 1 長さ未定 x 1

　　敷地面積(ha) 3 ,200 10,000 4,743 1,084

北京空港
仁川空港

成田空港

浦東空港

成田国際空港（株）作成資料により作成
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韓国／仁川国際空港グランドデザイン

（施設概要）

①滑走路２本

②永宗島物流施設地区＆生産施設地区（自由貿易地
域）

③貨物ターミナル（自由貿易地域）

④国際業務地域Ⅰ

⑤国際業務地域Ⅱ

⑥～⑧ その他住居等

２段階（追加） ３段階（追加）

2008年（予定） 2020年予定

敷地造成 1,174万㎡ 2,004万㎡ 4,750万㎡

3,750m ｘ 2 3,750m x 2

4,000m x 1

旅客ターミナル 1棟（50万㎡) － 2棟(88万㎡)

貨物ターミナル 10万㎡ 13万㎡ 43万㎡

国際業務地域 17万㎡ 33万㎡ 760万㎡

旅客処理能力 2,700万人 － 1億人

貨物処理能力 270万㌧ 450万㌧ 700万㌧

運航回数 24万回 41万回 53万回

施設 現在

滑走路 4,000m級x 4

仁川国際空港開発予定図

仁川国際空港開発計画

1990年基本計画設
定時に30年後の完成
図と将来の方向性を
決定！
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航空分科会審議への要望

長期的なビジョンに基づく物流施策の検討
（グランドデザインの策定）

① 物流用地・施設の確保

・ 空港内外で取り扱われる貨物量に応じた用地・施設の検討

② 物流アクセスの整備

・ 生産・消費地から空港貨物地区までのアクセス

・ 空港周辺から空港貨物地区までのアクセス

③ 運用時間の柔軟性（２４時間運用）

・ 離発着回数の増加⇒ 多頻度化・多路線化（貨物輸送量の増加）

⇒ リードタイムの短縮 （日系企業の競争力強化）

④ 将来の拡張性

・ 将来的な航空貨物輸送量の増加、機材の大型化への対応


